
















球状星団の力学的進化の研究は 1995年 くらいから 1っの黄金時代を迎えると思われ
る.それについて展望する.
1.はじめに























































































































もう一つの未来は, 2次元, 3次元の orbit-averagedFokker-Planck方程式の数値積分
に依って達成される.〟-106の Ⅳ 体シミュレーションが可能になる時代がなかなか来な




当に Fokker-Pla.nck方程式に取 り入れ,計算するだけである.銀河中心核の問題 と関連 し
て,回転 している恒星系や blackholeを中心に含む恒星系の進化が精力的に調べられるで
あろう.
fbkkeトPlanck方程式を扱 うとき.その colisionterm は一様無限系 の colisionterm
を基にしている.これが必ず しも正 しくないことは,太陽系の問題 (Ida1990)などで知 られ
ており,blackholeを含むような恒星系や,星団の中心のようにharmonicpotentialに近い
ところでは正 しくない可能性がある.このような基本的問題 も近い将来解決すべきである.
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